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調査概要 

◆目 的：旭区内にお住まいのすべての方が安全・安心に暮らし続けられ、

今後も住みよいまちづくりを進めるための基礎資料として活用

することを目的とする。 

◆調査対象：住民基本台帳・外国人登録原票を基に 20 歳以上の男女無作為

抽出 3,000 人 

◆調査方法：郵送によるアンケート形式 

◆調査期間：平成 23 年 7 月 13 日～8 月 1 日 

◆回 収 数：1,622 件（回収率 54.1％） 

 

 

平成２４年２月 

横浜市旭区役所 
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◆集計結果 の見方 

① 図（グラフ）の中で使用されているアルファベットＮは、その設問に対する

回答者数をあらわす。 

② 回答の比率（すべて百分率（％）で表示）は、その設問の回答者数を基数（件

数）として算出している。したがって、複数回答の設問の場合、すべての比率

を合計すると 100％を超える場合がある。また、小数点以下第２位を四捨五入

して算出しているため、合計が 100％にならない場合がある。 

※概要数値の見方 

 数値はそれぞれ割合(％)を表示。基数の記述があるもの以外は有効回収数を基本とし

ている（Ｎ=1,622）。 
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 回答者の属性

 

 

 性別                      年齢 

20～29歳

8.3%

30～39歳

12.9%

40～49歳

16.3%

50～59歳

16.2%

60～69歳

21.5%

70歳以上

22.9%

無回答

1.9%

N=1,622

男性

41.2%

女性

56.4%

無回答

2.4%

N=1,622

 

 

       年齢層                   居住地区(50 音順) 

既婚

(配偶者あり)

70.0%

既婚(離死別)

12.0%

未婚

15.9%

無回答

2.1%

N=1,622

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 婚姻の有無                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市沢町、今川町、今宿二丁目、今宿町、今宿西

町、今宿東町、今宿南町、小高町、柏町、金が

谷、金が谷一丁目、金が谷二丁目、上川井町、

上白根町、上白根一丁目、上白根二丁目、上白

根三丁目、川井宿町、川井本町、川島町、桐が

作、左近山、笹野台一丁目、笹野台二丁目、笹

野台三丁目、笹野台四丁目、さちが丘、三反田

町、四季美台、下川井町、白根町、白根一丁目、

白根二丁目、白根三丁目、白根四丁目、白根五

丁目、白根六丁目、白根七丁目、白根八丁目、

善部町、都岡町、鶴ケ峰一丁目、鶴ケ峰二丁目、

鶴ケ峰本町一丁目、鶴ケ峰本町二丁目、鶴ケ峰

本町三丁目、中尾一丁目、中尾二丁目、中希望

が丘、中沢一丁目、中沢二丁目、中沢三丁目、

中白根一丁目、中白根二丁目、中白根三丁目、

中白根四丁目、西川島町、東希望が丘、二俣川

1 丁目、二俣川 2 丁目、本宿町、本村町、万騎

が原、南希望が丘、南本宿町、矢指町、若葉台

一丁目、若葉台二丁目、若葉台三丁目、若葉台

四丁目  

若年層

（40歳未満）

21.3%

中年層

（40歳～

59歳）

32.4%

高年層

（60歳以上）

44.4%

無回答

1.9%

N=1,622
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共働きの有無               子どもの有無と段階 

 

5.0

3.8

1.1

7.9

4.3

5.4

1.5

5.9

17.1

10.5

4.9

29.0

0.1

24.5

7.5

0 10 20 30 40

未就園児(幼稚園・保育園通園児を除く)

幼稚園

保育園

小学生

中学生

高校生

各種学校・専修・専門学校在学中

短大・大学・大学院在学中

学校教育終了・未婚・同居

学校教育終了・未婚・別居

学校教育終了・既婚・同居

学校教育終了・既婚・別居

その他

子どもはいない

無回答 N=1,622

％

 

 

 

 

 

 

 

 

している

31.2%

していない

68.5%

無回答

0.4%

N=1,135

 

 

  家族構成                 65 歳以上の同居家族の有無 

いる

40.3%

いない

57.5%

無回答

2.2%

N=1,622

ひとり暮らし

8.4%

夫婦2人

28.0%

親と子(2世

代)

49.1%

祖父母と

親と子

(3世代)

8.1%

その他

1.5%

無回答

4.7%

N=1,622

 

 

居住年数                    就労状況 

 
３年未満

6.0%

3年～

5年未満

3.9%

5年～

10年未満

8.3%

10年～

20年未満

18.2%

20年以上

63.1%

無回答

0.5%

N=1,622

自営業

5.8%

会社員・

公務員・

団体職員

30.6%

学生

1.7%
パート・

アルバイト

など

15.2%

就労

していない

42.2%

その他

1.2%

無回答

3.3%

N=1,622
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とても

住みやすい

6.9%

住みやす

40.4

ふつう

40.7%

以前は住み

やすかった

が、最近は住

みにくくなって

いる

5.3%

住みにくい

4.3%

とても

住みにくい

0.5%

無回答

1.8%

い

%

N=1,622N=1,622

とても住みや

すい

6.5%

住みやすい

36.2%

普通

45.9%

以前は住み

やすかった

が、最近は住

みにくくなっ

ている

5.3%

住みにくい

3.4%

とても住みに

くい

0.6%

無回答

2.0%

n=1,589

 

 

 

 

・「旭区が住みやすい」と思っている区民が、前回の調査よりも増加。 

前回の調査に比べ、「５０歳代」、「６０歳代」の住み心地が特に好転。 

・住みやすさの理由は、「緑(公園)が多い」「買い物がしやすい」「交通の便がよい」

が上位。地域による特徴も見られる。 

・住みにくい理由は、「交通の便が悪い」「買い物がしにくい」が上位。 

旭区の住み心地

 

・ 「住みやすい」「とても住みやすい」を合わせると 47.3％と、半数弱の人が住みやすい

と感じている。前回（平成 18 年度）調査と比較すると、「とても住みやすい」と「住み

やすい」を合わせたものが 4.6 ポイント増加しており、住み心地が好転している傾向が

伺える。 

旭区の住み心地           旭区の住み心地(平成 18 年度調査)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 年齢別で前回調査と比較すると、40 歳代から 70 歳代で「とても住みやすい」「住みやす

い」が上昇。特に 50 歳代の 8.1 ポイント、60 歳代の 8.8 ポイントが大幅増加。 

  年齢別 旭区の住み心地 

合計 とても住
みやすい

住みやす
い

ふつう 以前は住
みやす
かった
が、最近
は住みに

住みにく
い

とても住
みにくい

無回答

全体 1622 6.9 40.4 40.7 5.3 4.3 0.5 1.8
20～29歳 135 8.9 40.7 43.0 3.7 2.2 0.0 1.5
30～39歳 210 4.8 37.1 44.8 4.3 7.6 0.5 1.0
40～49歳 264 6.1 40.2 40.2 3.4 9.1 0.4 0.8
50～59歳 262 5.3 43.5 43.5 4.2 3.1 0.4 0.0
60～69歳 349 8.3 43.3 36.4 5.4 2.9 0.6 3.2
70歳以上 371 8.4 38.8 39.1 8.6 2.2 0.5 2.4
無回答 31 0.0 25.8 51.6 3.2 3.2 3.2 12.9

問1　旭区の住み心地

F2-1　年齢
（統合）

 

 

   年齢別 旭区の住み心地(平成 18 年度調査) 

合計 とても住
みやすい

住みやす
い

ふつう 以前は住
みやす
かった
が、最近
は住みに

住みにく
い

とても住
みにくい

無回答

全体 1589 6.5 36.2 45.9 5.3 3.4 0.6 2.0
20～29歳 137 13.1 36.5 43.1 2.2 3.6 1.5 0.0
30～39歳 251 5.6 36.3 49.4 3.6 2.4 0.8 2.0
40～49歳 213 7.0 35.7 45.5 3.3 6.6 0.5 1.4
50～59歳 275 6.2 34.5 44.4 8.4 2.9 1.1 2.5
60～69歳 369 5.4 37.4 45.8 5.4 3.8 0.3 1.9
70歳以上 324 5.6 36.4 46.3 6.2 2.2 0.3 3.1
無回答 20 10.0 40.0 40.0 10.0 0.0 0.0 0.0

問1　旭区の住み心地

F2-1　年齢
（統合）
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・ 住みやすさの理由では、「緑(公園)が多い」が最多で 45.9％、「買い物がしやすい」が

44.6％で、この２つがほぼ並ぶ。次いで「交通の便がよい」が 41.0％、「医療機関が近

くにある」が 34.2％で、ここまでは３割を超えている人が挙げている。 

・ それぞれの地区で最も多くなっている項目は、万騎が原、希望が丘南、上白根、川井、

若葉台、今宿、旭南部、左近山、市沢では「緑(公園)が多い」、鶴ヶ峰、さちが丘、二俣

川では「交通の便がよい」、白根、旭中央、希望が丘、希望が丘東、旭北では「買い物が

しやすい」、笹野台では「医療機関が近くにある」が、それぞれ最多、二俣川ニュータウ

ンでは「緑(公園)が多い」「交通の便がよい」が同率となっており、地区による特徴が顕

著にみられた。 

・ 住みにくい点では、「交通の便が悪い」が最も多く 23.1％の人が挙げている。次いで「買

い物がしにくい」（17.3％）、「公共施設が近くにない」（13.4％）と続く。 

 

住みやすいと思われる点           住みにくいと思われる点 

45.9

44.6

41.0

34.2

22.5

20.2

19.0

14.7

12.3

10.1

8.6

2.5

2.9

1.8

8.6

0 10 20 30 40 50

緑(公園)が多い

買い物がしやすい

交通の便がよい

医療機関が近くにある

保育園・幼稚園や小中学校などが近い

治安がよい

近所づきあいができている

公共施設が近くにある

街並みがきれい

地域の行事が盛ん(お祭りなど)

福祉施設が近くにある

歴史を感じる雰囲気がある

住みやすいと感じる点はない

その他

無回答

23.1

17.3

13.4

10.9

8.6

8.3

8.3

8.3

7.9

6.8

3.3

2.7

11.7

12.7

20.7

0 5 10 15 20 25

交通の便が悪い

買い物がしにくい

公共施設が近くにない

街並みがきれいではない

医療機関が近くにない

歴史を感じる雰囲気がない

近所づきあいができていない

治安が悪い

緑(公園)が少ない

福祉施設が近くにない

地域の行事が少ない(お祭りなど) 

保育園・幼稚園や小中学校などが遠い

その他

住みにくいと感じる点はない

無回答

N=1,622

％

N=1,622

％

 

居住地区別 住みやすいと思われる点 

合計 街
並
み
が
き
れ
い

緑

(

公
園

)

が
多
い

交
通
の
便
が
よ
い

近
所
づ
き
あ
い
が
で
き

て
い
る

地
域
の
行
事
が
盛
ん

(

お
祭
り
な
ど

)

治
安
が
よ
い

買
い
物
が
し
や
す
い

医
療
機
関
が
近
く
に
あ

る 福
祉
施
設
が
近
く
に
あ

る 公
共
施
設
が
近
く
に
あ

る 歴
史
を
感
じ
る
雰
囲
気

が
あ
る

保
育
園
・
幼
稚
園
や
小

中
学
校
な
ど
が
近
い

そ
の
他

住
み
や
す
い
と
感
じ
る

点
は
な
い

無
回
答

全体 1622 12.3 45.9 41.0 19.0 10.1 20.2 44.6 34.2 8.6 14.7 2.5 22.5 1.8 2.9 8.6

鶴ヶ峰地区町内会連合会 178 6.7 34.8 51.1 23.6 11.8 20.8 49.4 39.9 7.9 25.8 7.3 16.9 1.1 2.2 9.0

白根地区町内会自治会連合会 110 5.5 50.9 33.6 14.5 5.5 18.2 57.3 31.8 9.1 35.5 5.5 28.2 2.7 0.9 6.4

旭中央地区連合町内会 38 7.9 28.9 28.9 31.6 5.3 26.3 47.4 21.1 5.3 42.1 2.6 5.3 5.3 2.6 7.9

万騎が原連合自治会 75 34.7 69.3 60.0 20.0 1.3 16.0 46.7 29.3 5.3 8.0 5.3 24.0 0.0 1.3 6.7

希望が丘南地区連合自治会 57 10.5 35.1 28.1 14.0 7.0 22.8 26.3 19.3 1.8 3.5 1.8 12.3 0.0 5.3 12.3

さちが丘地区連合自治会 72 2.8 26.4 59.7 12.5 4.2 11.1 51.4 31.9 0.0 5.6 0.0 20.8 0.0 4.2 12.5

希望が丘連合自治会 52 11.5 34.6 53.8 17.3 7.7 25.0 65.4 26.9 7.7 9.6 0.0 23.1 3.8 3.8 7.7

二俣川地区連合自治会 83 4.8 26.5 77.1 20.5 9.6 14.5 74.7 41.0 6.0 21.7 1.2 16.9 1.2 2.4 1.2

希望が丘東地区連合自治会 112 6.3 23.2 50.0 19.6 5.4 24.1 50.9 38.4 10.7 16.1 1.8 24.1 1.8 0.9 11.6

旭北地区連合自治会 113 14.2 43.4 28.3 15.9 6.2 17.7 53.1 28.3 8.0 15.9 2.7 26.5 1.8 0.0 12.4

上白根連合自治会 47 10.6 74.5 34.0 19.1 14.9 19.1 34.0 34.0 17.0 4.3 0.0 25.5 2.1 4.3 8.5

川井地区町内会自治会連合会 79 2.5 50.6 22.8 22.8 7.6 16.5 17.7 30.4 13.9 5.1 2.5 16.5 2.5 7.6 13.9

若葉台連合自治会 123 34.1 83.7 26.8 11.4 29.3 30.9 46.3 65.0 18.7 9.8 0.0 27.6 0.0 0.8 4.9

笹野台地区連合自治会 87 11.5 29.9 39.1 24.1 14.9 26.4 42.5 43.7 5.7 4.6 0.0 17.2 5.7 3.4 6.9

今宿地区町内会自治会連合会 89 1.1 42.7 13.5 18.0 10.1 13.5 34.8 16.9 12.4 11.2 2.2 24.7 3.4 4.5 12.4

二俣川ニュータウン連合町内会 75 37.3 48.0 48.0 28.0 9.3 24.0 30.7 32.0 4.0 8.0 0.0 22.7 2.7 6.7 2.7

旭南部地区連合自治会 64 3.1 53.1 48.4 15.6 3.1 14.1 39.1 20.3 6.3 15.6 1.6 23.4 0.0 1.6 9.4

左近山連合自治会 64 12.5 79.7 37.5 9.4 17.2 10.9 31.3 31.3 3.1 7.8 1.6 35.9 1.6 3.1 9.4

市沢地区連合町内会 59 10.2 45.8 32.2 25.4 11.9 32.2 30.5 27.1 13.6 11.9 5.1 25.4 1.7 6.8 8.5

問1-1　お住まいの地域の住みやすいと思われる点

F3-1　お住まい
の町（統合1）

無回答 45 17.8 42.2 42.2 22.2 8.9 17.8 28.9 33.3 8.9 13.3 0.0 28.9 0.0 2.2 8.9 
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定住意向

 

 

 

 

・前回の調査と同様、「旭区に住み続けたい」が８割以上。 

・「旭区に住み続けたい」方の「住みやすい理由」は、「緑(公園)が多い」「買物が

しやすい」「交通の便がよい」と続く。 

 

・ 「今住んでいる地域に住み続けたい」が 76.3％で圧倒的に多く、全体の４分の３以上を

占めている。「旭区内の他の地域に住みたい」4.9％とあわせて 81.2％の区民が旭区に住

み続けたいと思っている。前回調査でも「今住んでいる地域に住み続けたい」「旭区内の

他の地域に住みたい」が 8 割を超えており、ほぼ同様の傾向で移行している。 

・ 横浜市民の定住意向は 67％(平成 23 年度市民意識調査、今のお住まいに「住み続ける」

「たぶん住み続ける」の合計)。 

 

今後の定住意向             今後の定住意向(平成 18 年度調査)  

今住んでいる

地域に住み

続けたい

74.8%

旭区内の他

の地域に住

みたい

6.6%

旭区以外の

横浜市に転

居したい（転

居予定）

7.4%

横浜市外に

転居したい

（転居予定）

6.7%

無回答

4.4%

n=1,589

今住んでいる

地域に住み

続けたい

76.3%

外に

たい

居

無回答

4.2%

旭区内の他

の地域に住

みたい

4.9%

旭区以外の

横浜市に転

居したい(また

は転居予定)

7.8%

横浜市

転居し

(または転

予定

6.7%

N=1,622N=1,622

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<参考>平成 23 年度市民意識調査「定住意向」より 
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・ 「旭区に住み続けたい」方が「住みやすい理由」として挙げているのが、「緑(公園)が多

い」が 47.7％で最も多く、「買物がしやすい」(47.0％)、「交通の便がよい」(43.5％)と

続く。 

 

今後の定住意向と旭区の住み心地 

合計 街
並
み
が
き
れ
い

緑

(

公
園

)

が
多
い

交
通
の
便
が
よ
い

近
所
づ
き
あ
い
が
で
き

て
い
る

地
域
の
行
事
が
盛
ん

(

お
祭
り
な
ど

)

治
安
が
よ
い

買
い
物
が
し
や
す
い

医
療
機
関
が
近
く
に
あ

る 福
祉
施
設
が
近
く
に
あ

る 公
共
施
設
が
近
く
に
あ

る 歴
史
を
感
じ
る
雰
囲
気

が
あ
る

保
育
園
・
幼
稚
園
や
小

中
学
校
な
ど
が
近
い

そ
の
他

住
み
や
す
い
と
感
じ
る

点
は
な
い

無
回
答

全体 1622 12.3 45.9 41.0 19.0 10.1 20.2 44.6 34.2 8.6 14.7 2.5 22.5 1.8 2.9 8.6

旭区に住み続けたい 1318 13.8 47.7 43.5 21.1 11.0 22.2 47.0 37.6 9.8 15.9 2.8 24.4 1.7 2.4 6.0

旭区以外に転居したい
（または転居予定）

236 5.1 40.7 32.6 9.7 5.1 14.0 37.7 19.5 3.0 10.6 1.3 14.4 1.7 5.1 14.4

無回答 68 8.8 27.9 22.1 10.3 10.3 4.4 22.1 19.1 5.9 5.9 0.0 13.2 2.9 4.4 39.7

問1-1　お住まいの地域の住みやすいと思われる点

問2（統
合）　こ
れからも
旭区に住
み続けた
いか  
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心配ごとや困っていること

 

 

 

 

 

 

・「自分の病気や老後のこと」が前回の調査と同様最も多い。「地震・災害のこと」が

前回の調査に比べ大幅増加。地震・災害に対する不安が増大したものとなっている。

・相談先は、「家族」に相談する方が圧倒的に多く、専門機関や行政より、身近な人

を頼る傾向となっている。  

・ 「自分の病気や老後のこと」が 42.0％で最も多く、４割以上の人が挙げている。また、

東日本大震災を受けて、「地震・災害のこと」の数値が 11.5 ポイント大きく伸び、地震・

災害に対する区民の不安が増大したものとなっている。 

 

42.0

38.2

28.2

25.8

12.9

9.9

9.7

9.1

7.5

4.1

1.9

9.7

3.5

0 10 20 30 40 50

自分の病気や老後のこと

地震・災害のこと

家族の健康や生活上の問題

職場、景気や生活費のこと

治安・防犯のこと

道路整備・公共施設の利便

住宅のこと

子育てや学校、教育のこと

騒音、その他環境問題のこと

近所づきあい

その他

ごとや困っていることはない

無回答

仕事や

近隣からの悪臭・

心配

N=1,622

％

43.5

26.7

23.6

22.0

19.4

12.2

10.4

9.8

5.9

4.2

1.1

10.1

6.5

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

自分の病気や老後のこと

地震・災害のこと

家族の健康や生活上の問題

仕事や職場、景気や生活費のこと

治安・防犯のこと

道路整備・公共交通の利便

住宅のこと

子育てや学校、教育のこと

近隣からの悪臭・騒音、その他環境問題のこと

近所つきあい

その他

心配ごとや困っていることはない

無回答

n=1,589

％

心配ごとや困っていること       心配ごとや困っていること(平成 18 年度調査)  

 

・ 相談先を「家族」と挙げた人が 58.0％で突出して多い。次いで「友人・知人」（29.8％）

が約３割、「親戚」（12.2％）が１割強となっており、専門機関や行政より身近な人を頼

る傾向となっている。なお、「相談しない」人は 13.6％で、１割強存在する。 

 

心配ごとや困っていることの相談相手 

58.0

29.8

12.2

6.8

6.4

5.7

3.5

2.7

1.7

1.2

13.6

14.8

0 20 40 60 80

家族

友人・知人

親戚

専門の相談機関

近所の人

区役所

町内会・自治会役員

警察

民生委員・児童委員

その他

相談しない

無回答 N=1,622

％
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生活環境の満足度と行政に取り組んでもらいたいもの

 

 

 

 

 

 

・「満足」「やや満足」をあわせた満足度が高くなっているのは、「駅舎へのエレベ

ーター設置などのバリアフリー対策」と「バスや鉄道の利便性」がほぼ同率。 

・行政に取り組んでもらいたいものは、「歩道整備や段差解消など歩きやすい道路

の整備」が最も多く、「高齢者福祉」、「防犯対策」と続く。 

・ 旭区の生活環境の満足度では、「駅舎へのエレベーター設置などのバリアフリー対策」、

「バスや鉄道の利便性」が６割強で全項を通して満足度が最も高くなっている。 

・ 行政に特に取り組んでもらいたいものでは、「歩道整備や段差解消など歩きやすい道路の

整備」が最も多く 29.8％と全体の約３割が挙げている。 

生活環境に関する満足度 

23.3

14.4

6.4

11.3

20.5

4.1

13.4

4.6

10.3

3.0

4.0

3.7

3.5

2.3

3.8

3.0

3.5

4.4

6.8

11.2

3.8

38.3

36.9

28.6

37.5

41.2

22.4

41.9

29.5

40.3

23.7

28.9

26.9

22.3

23.2

23.1

18.7

26.1

26.5

36.8

42.5

49.4

19.7

22.7

31.4

24.6

17.0

34.6

20.4

22.3

25.3

23.4

26.3

18.7

13.9

15.2

20.5

14.6

23.0

18.3

16.3

16.6

28.6

13.4

15.1

23.1

14.5

7.5

21.4

8.6

5.7

13.3

8.4

9.3

6.0

6.0

5.4

10.9

6.4

11.2

7.8

4.5

6.3

5.1

1.4

3.9

3.5

4.1

6.2

10.2

8.2

29.2

4.9

33.6

24.2

36.1

43.8

43.6

34.8

47.9

27.7

35.0

27.8

16.9

4.6

3.9

7.0

7.0

8.0

7.6

7.3

7.4

8.7

5.9

7.8

7.4

8.4

10.5

10.1

6.8

9.4

8.5

8.0

7.8

6.5

8.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

バスや鉄道の利便性

道路の整備

歩道整備や段差解消など歩きやすい道路の整備

最寄り駅周辺の整備

駅舎へのエレベーター設置などのバリアフリー対策

商店街の振興などまちの活性化

公園・水辺の遊び場・緑地の整備

地球温暖化対策の取組(節電など)

ごみ対策(分別・リサイクル・不法投棄など)

災害対策(地震・豪雨対策など)

防犯対策

食の安全対策

子育て支援

学校教育・青少年健全育成

高齢者福祉

障害者福祉

区民利用施設の充実

趣味の講座やスポーツ活動の充実

自治会町内会活動などの推進

区役所の窓口応対

生活環境全般の満足度

満足 やや満足 やや不満 不満 分からない 無回答

％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行政に特に取り組んでもらいたいもの 

29.8

24.3

24.0

23.9

22.0

20.9

19.2

17.2

17.0

12.1

11.4

10.2

10.2

9.1

8.6

8.0

7.9

7.1

6.1

2.5

25.5

0 10 20 30 40

ど歩きやすい道路の整備

高齢者福祉

防犯対策

対策(地震・豪雨対策など)

振興などまちの活性化

バスや鉄道の利便性

道路の整備

リサイクル・不法投棄など)

最寄り駅周辺の整備

食の安全対策

辺の遊び場・緑地の整備

子育て支援

区民利用施設の充実

化対策の取組(節電など)

障害者福祉

などのバリアフリー対策

校教育・青少年健全育成

座やスポーツ活動の充実

区役所の窓口応対

会町内会活動などの推進

無回答

歩道整備や段差解消な

災害

商店街の

ごみ対策(分別・

公園・水

地球温暖

駅舎へのエレベーター設置

学

趣味の講

自治
N=1,622

％
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地域活動への参加

 

 

 

 

 

 

・「特に活動していない」が最も多いものの、４０歳代では「ＰＴＡ活動」、７０歳

以上では「老人クラブの活動」が他世代に比べ高くなっている。 

・地域活動に参加していない理由は、「仕事や家事などで時間がとれないから」が

最も多くなっている。 

・ 「特に活動はしていない」が 51.3％と５割強に上り、最も多い。それ以外では「自治会、

町内会の活動」が最も多く、25.0％の人が挙げている。 

参加している地域活動 

25.0

12.0

11.7

7.6

7.6

4.9

4.7

4.6

3.8

3.0

1.6

0.9

0.8

0.4

1.1

51.3

3.8

0 10 20 30 40 50 60

自治会、町内会の活動

分別、リサイクル活動

、運動会などのイベント

公園などの清掃活動

スポーツの参加や振興

老人クラブの活動

PTA活動

子ども会、婦人会の活動

どの地域の安全活動

や交流などの福祉活動

ど)の自然環境の保全

などの子育て支援活動

ルや美しいまちなみづくり

の交流・支援などの活動

仕などボランティア活動

特に活動はしていない

無回答

資源回収やごみの

お祭りや盆踊り

身近な道路や

文化・芸術・

交通安全や防災・防犯な

高齢者や障害者への手助け

公園での花壇づくりや美化活動、身近な水辺の緑地(里山な

保育ボランティア

建物の用途や高さなど建物についてのルー

在日外国人や海外と

その他の社会奉

N=1,622

％
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 年齢別ではいずれの年代でも「特に活動はしていない」が最も多い。40 歳代では「ＰＴ

Ａ活動」、70 歳以上では「老人クラブの活動」の数値が他世代に比べて高くなっている。 

年齢別 参加している地域活動 

合計 自
治
会
、
町
内
会
の
活
動

子
ど
も
会
、
婦
人
会
の
活
動

老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動

高
齢
者
や
障
害
者
へ
の
手
助
け

や
交
流
な
ど
の
福
祉
活
動

身
近
な
道
路
や
公
園
な
ど
の
清

掃
活
動

文
化
・
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
の
参

加
や
振
興

お
祭
り
や
盆
踊
り
、
運
動
会
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト

資
源
回
収
や
ご
み
の
分
別
、
リ

サ
イ
ク
ル
活
動

P
T
A
活
動

保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
子

育
て
支
援
活
動

交
通
安
全
や
防
災
・
防
犯
な
ど

の
地
域
の
安
全
活
動

在
日
外
国
人
や
海
外
と
の
交

流
・
支
援
な
ど
の
活
動

建
物
の
用
途
や
高
さ
な
ど
建
物
に

つ
い
て
の
ル
ー
ル
や
美
し
い
ま
ち

な
み
づ
く
り

公
園
で
の
花
壇
づ
く
り
や
美
化
活

動
、
身
近
な
水
辺
の
緑
地

(

里
山

な
ど

)

の
自
然
環
境
の
保
全

そ
の
他
の
社
会
奉
仕
な
ど
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動

特
に
活
動
は
し
て
い
な
い

無
回
答

全体 1622 25.0 4.6 4.9 3.0 7.6 7.6 11.7 12.0 4.7 0.9 3.8 0.4 0.8 1.6 1.1 51.3 3.8

20～29歳 135 4.4 2.2 0.7 1.5 0.7 5.2 7.4 7.4 0.0 1.5 0.7 0.0 0.0 0.0 0.0 72.6 2.2

30～39歳 210 18.1 8.6 0.5 0.0 2.4 3.8 18.1 16.2 7.6 1.4 1.0 0.0 0.0 0.0 0.5 57.1 0.5

40～49歳 264 33.3 10.2 0.0 1.9 6.8 6.8 17.8 14.8 18.2 1.5 2.3 0.4 0.4 0.8 0.8 45.8 2.3

50～59歳 262 30.5 3.8 0.8 1.9 4.2 4.2 9.5 13.7 3.4 0.8 3.4 0.8 1.1 1.1 1.1 51.9 2.7

60～69歳 349 29.8 2.3 4.3 4.9 10.9 10.6 9.5 10.3 0.3 0.9 5.2 0.0 1.1 2.3 0.9 51.0 2.9

70歳以上 371 22.1 1.9 15.6 4.0 13.2 10.5 8.4 10.5 0.0 0.3 6.5 0.8 1.3 3.5 2.2 44.7 8.4
無回答 31 25.8 6.5 9.7 12.9 6.5 9.7 19.4 3.2 6.5 0.0 6.5 0.0 0.0 0.0 3.2 41.9 12.9

問5　現在、仕事や学業以外に参加している地域活動

F2-1　年齢（統
合）

 

 

 

 

 

 

 

・ 地域活動に参加していない理由は、「仕事や家事などで時間がとれないから」が 41.0％

で最も多く、全体の４割強を占める。 

地域活動に参加していない理由 

仕事や家事

などで時間が

とれないから

41.0%

どうしたら活

動に参加でき

るか分からな

いから

8.7%

きっかけがな

いから

18.5%

興味・関心が

ないから

11.3%

趣味や余暇

などの自分の

時間がなくな

るから

5.3%

その他

12.6%

無回答

2.6%

N=832
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地球温暖化対策の取組状況

 

 

 

 

 

「照明のこまめな消灯」、「クーラーの設定温度見直し」など手軽に取り組めるもの

が高くなっている。「これから取り組むもの」で最も多いものは、「ＬＥＤ電球への

取替え」。 

・ 「取り組んでいる」が多いのは、数値の高い順に「照明のこまめな消灯」（92.7％）、「ク

ーラーの設定温度見直し」（85.7％）、「節水」（75.6％）、「マイバッグの利用」（68.8％）、

「公共交通機関の利用」（61.2％）、「待機電力のカット」（55.4％）、「家族で一緒の部屋

にいるようにしている」（53.3％）、「省エネ製品の購入」（34.3％）、「エコドライブの実

施（車に乗られる方のみ）」（29.5％）の９項目となっており、手軽に省エネに取り組め

る項目で数値が高い。  

・ 「これから取り組む」が最も多いのは「ＬＥＤ電球への取替え」（45.2％）。  

 

地球温暖化対策の取り組み状況 

 

92.7

85.7

23.9

55.4

22.4

34.3

53.3

3.3

75.6

61.2

22.4

29.5

68.8

20.9

2.6

4.8

9.9

16.8

45.2

32.9

9.5

6.8

10.5

8.0

6.2

9.9

10.1

18.8

0.

2.6

44.7

9.6

16.1

13.9

20.4

60.9

4.7

10.9

51.2

7.0

9.6

38.2

12.0

8.9

8.9

10.6

7.5

19.2

2.9

11.0

10.2

8.4

5.3

13.2

9.

9.

9.

45.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

照明のこまめな消灯(N=1,622)

クーラーの設定温度見直し(N=1,622)

緑のカーテン(N=1,622)

待機電力のカット(N=1,622)

ＬＥＤ電球への取替え(N=1,622)

省エネ製品の購入(N=1,622)

家族で一緒の部屋にいるようにしている(N=1,622)

太陽光発電の設置(N=1,622)

節水(N=1,622)

公共交通機関の利用(N=1,622)

自転車の利用(N=1,622)

エコドライブの実施 ※車に乗られる方のみ記入(N=1,622)

マイバッグの利用(N=1,622)

マイ箸の利用(N=1,622)

9 0.4

1.2

3.5

5.7

5

9.2

7.4

8.3

9.3

8

6.2

9.0

9

6.2

8.9

100

取り組んでいる これから取り組む 取り組む予定はない 分からない 無回答

％
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防災

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<災害への備え> 

・「携帯ラジオ・懐中電灯の用意」が約９割で最も多い。 

 

<地域防災拠点(震災時避難場所)> 

・８割以上の方が地域防災拠点(震災時避難場所)を知っている。 

・地域防災拠点(震災時避難場所)での避難生活で不安なこととして、約８割が

「トイレ」を挙げている。  

 

<防災訓練> 

・「参加したことがある」が約４割。 

・参加しない理由は「仕事や家事などで時間がとれないから」が最も多い。 

 

<単独で避難が難しい方(高齢者や障害者など)> 

・隣近所に「いる」「いない」がいずれも３割前後。 

・単独で避難が難しい方へ協力できそうなことは、「『大丈夫ですか』などの声

かけ」が７割以上で最も多い。 

 

・ 災害への備えは、「携帯ラジオ・懐中電灯の用意」が 86.1％で最も多く、９割近い人が

挙げている。次いで「飲料水の備蓄」(67.6％)、「非常用食料品の備蓄」（52.0％）と続

く。 

災害に対する備え 

 

86.1

67.6

52.0

47.7

40.7

40.1

38.8

34.5

13.1

8.8

6.5

0.8

4.6

1.0

0 50 100

携帯ラジオ・懐中電灯の用意

飲料水の備蓄

非常用食料品の備蓄

消火器の設置

家具などの転倒防止策

避難についての家族の話し合い

風呂の水のため置き

医療品の備蓄

住宅の耐震対策

となり近所との話し合い

地域の中での緊急連絡体制づくり

その他

ほとんど何もしていない

無回答
N=1,622

％ 
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・ 地域防災拠点(震災時避難場所)の認知度は、「知っている」が 82.4％で、「知らない」の

15.5％を大きく上回っている。 

・ 地域防災拠点での避難生活で不安なことは、「トイレ」が 79.5％で８割近くの人が挙げ、

最多となっている。次いで「水や食べ物など食糧」（70.5％）を７割、「プライバシー」

（61.0％）を６割が挙げている。  

 

自分の地域防災拠点(震災時避難場所)の認知度     地域防災拠点での生活に対する不安 

79.5

70.5

61.0

48.3

35.3

32.1

19.0

18.7

10.0

6.0

1.5

2.3

0 20 40 60 80 100

トイレ

水や食べ物など食糧

プライバシー

毛布やマットなど寝るときのこと

震災や避難などの情報

犯罪対策

ペット

同居の高齢者や障害者の生活

乳幼児の生活

その他

特にない

無回答 N=1,622

％

知っている

82.4%

知らない

15.5%

無回答

2.1%

N=1,622

 

 

・ 防災訓練に「参加したことがある」は 40.9％で全体の約４割、「参加したことはない」

は 57.3％で６割弱となっている。  

・ 参加しない理由としては、「仕事や家事などで時間がとれないから」が 41.8％で最も多

く、４割超を占めている。次いで「実施の案内(情報)がこないから」が 17.3％、「どう

したら活動に参加できるか分からないから」が 16.7％でほぼ並ぶ。  

 

防災訓練などへの参加経験         防災訓練などに参加しない理由 

仕事や家事

などで時間が

とれないから

41.8%

どうしたら活

動に参加でき

るか分からな

いから

16.7%

興味・関心が

ないから

5.7%

趣味や余暇

などの自分の

時間がなくな

るから

1.5%

参加しても意

味がないから

2.2%

実施の案内

(情報)がこな

いから

17.3%

その他

7.9%

無回答

7.0%

N=929

参加したこと

がある

40.9%

と

無回答

1.8%

参加したこ

はない

57.3%

N=1,622
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・ 災害時に単独で避難が難しい方(高齢者や障害者など)が隣近所に「いない」が 34.0％、

「分からない」が 33.4％、「いる」が 29.9％と、いずれも３割前後でほぼ拮抗している。 

・ 単独で避難が難しい方へ協力ができそうなこととして、「『大丈夫ですか』などの声かけ」

が 72.2％で最も多く、７割以上の人が「できる」としている。(自分や家族の安全がお

おむね確保されていると仮定。) 

 

災害時に単独で避難が難しい方の有無     単独で避難が難しい方に対してできる協力 

いる

29.9%

いない

34.0%

分からない

33.4%

無回答

2.8%

N=1,622

72.2

54.3

41.1

32.7

27.1

14.7

8.3

0.0

5.4

6.3

3.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80

「大丈夫ですか」などの声かけ

避難の手助け

災害状況や避難情報などの伝達

家族や親族・知人への連絡

相談相手や話相手になる

介助や応急手当

一時的な保護・預かり

その他

協力できそうもない

分からない

無回答
N=1,622

％
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高齢者とのかかわり

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<高齢者とのかかわり> 

・「あいさつ(声かけ)をしている」が約７割で最も多い。 

・「特にかかわりはない人」と答えた方の理由は、「きっかけがないから」と「身

近に高齢者がいないから」が多い。 
 

<６０歳以上の方が地域のためにできること> 

・「清掃活動」が最も多く、次いで「地域行事への参加など自治会・町内会活動」

と続く。 
 

<高齢になった時の不安> 

・多くの方が「健康」と「お金・経済」を挙げている。 
 

<今後必要な高齢者への取組> 

・「介護予防など健康の維持管理」「買物、通院など外出に対する支援」が多く

なっている。 

・ 高齢者とのかかわりでは、「あいさつ(声かけ)をしている」が 69.9％で約７割の人が挙

げており、突出して多くなっている。また、次に多いのが「特にかかわりはない」の 25.8％

で、全体の４分の１が挙げている。 

・ 「特にかかわわりはない」と答えた方の理由は、「きっかけがないから」が最も多く 27.4％、

次いで「身近に高齢者がいないから」が 26.0％と僅差で続き、これらがそれぞれ４分の

１強となっている。 

地域の高齢者とのかかわり 

69.9

13.0

6.0

5.6

4.7

2.0

0.3

25.8

2.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80

)

)

他

い

あいさつ(声かけ)をしている

お祭りや清掃活動などの地域活動(自治会町内会・学校など

心配事などの相談

日常生活のサポート(電球の交換、ごみ出し、庭木の手入れなど

老人クラブでの活動

日常生活のサポート以外のボランティア活動

その

特にかかわりはな

無回答
N=1,622

％
 

 

 

 

 

 

 

地域の高齢者とかかわりがない理由 

かかわりを持

ちたいが、時

間がないから

8.6%

身近に高齢

者がいない

から

26.0%

身近にかか

わりたいと思

う人がいない

から

13.1%

趣味や余暇

などの自分の

時間がなくな

るから

1.4%

興味・関心が

ないから

8.1%

きっかけがな

いから

27.4%

かかわりたい

がどうしたら

いいか分から

ないから

3.6%

その他

6.2%

無回答

5.5%

N=419
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・ 60 歳以上の方が地域のためにできることで最も多いのは「清掃活動」となっている(「60

歳代」(53.3％)、「70 歳代以上」(36.1％))。次いで、60 歳代で「地域行事への参加など

自治会・町内会活動」(49.0％)、70 歳代以上で「できることはない」(29.9％)と続く。 

年齢別 地域のためにできると思うこと 

合計 趣
味
や
特
技
を
教
え
る

勉
強
を
教
え
る

ス
ポ
ー

ツ
を
教
え
る

清
掃
活
動

防
災
活
動

地
域
行
事
へ
の
参
加
な
ど

自
治
会
・
町
内
会
活
動

そ
の
他

で
き
る
こ
と
は
な
い

無
回
答

全体 1622 12.4 3.9 4.7 46.7 15.8 38.4 1.2 18.0 5.1

20～29歳 135 13.3 11.9 7.4 51.9 11.1 24.4 1.5 20.7 0.7

30～39歳 210 13.8 8.1 7.1 50.5 14.8 34.3 1.4 14.3 2.9

40～49歳 264 9.8 4.2 4.2 44.7 17.8 45.5 1.5 15.5 2.3

50～59歳 262 9.9 2.7 5.0 50.8 22.9 41.6 1.1 14.9 2.3

60～69歳 349 14.6 0.9 3.4 53.3 19.5 49.0 0.9 11.7 4.9

70歳以上 371 12.7 2.2 3.2 36.1 9.7 28.6 1.1 29.9 10.5
無回答 31 12.9 3.2 9.7 35.5 0.0 38.7 0.0 6.5 22.6

F2-1　年齢（統
合）

問14　地域のためにできると思うことは何か

 

 

・ 高齢になった時の不安として、「健康」が 68.0％で最も多く、７割近い人が挙げている。

次いで「お金・経済」が 51.5％で半数を超える人が挙げており、この２点に回答が集中

している。 

高齢者になった時、特に不安なこと 

68.0

51.5

19.1

10.7

10.4

9.2

6.6

6.2

0.7

3.3

2.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80

健康

お金・経済

誰が介護をしてくれるのか

孤独

配偶者との生活

仕事

地域とのかかわり

災害時の避難先

その他

不安なことはない

無回答 N=1,622

％
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 今後、高齢者が増える中、どのような取組が必要かについては、「介護予防など健康の維

持管理」が 44.0％、「買物、通院など外出に対する支援」が 41.9％とほぼ並ぶ。次いで

「ひとり暮らし、高齢者のみの世帯になったときの防犯、防災」が 35.6％で３割を超え

ている。 

高齢者が増える中、必要な取組 

44.0

41.9

35.6

25.8

25.2

25.1

24.4

18.4

17.8

1.8

4.4

0 10 20 30 40 50

介護予防など健康の維持管理

買物、通院など外出に対する支援

ひとり暮らし、高齢者のみの世帯になったときの防犯、防災

高齢者も安心して移動できるようなバリアフリー化

食事づくり、掃除、洗濯などの日常生活の支援

地域でのささえあい

高齢者の就労支援、地域活動など、いきがい対策への取組

高齢者の仲間づくりに対する支援

相談体制の充実

その他

無回答 N=1,622

％
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老人クラブについて

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<認知度> 

・老人クラブを「知っている」は６割以上。 

 

<老人クラブへの加入> 

・高齢者だけではなく、様々な年代が加入できることを「知っている」は２割

にとどまる。 

 

<加入促進> 

・「もっと活動内容をＰＲした方がよい」「若い世代も参加できるようＰＲをし

た方がよい」と、ＰＲに関する項目が多くなっている。 

知っている

61.1%

知らない

36.7%

無回答

2.2%

N=1,622

・ 老人クラブの認知度では、「知っている」が 61.1％で、「知らない」の 36.7％を大き

く上回り、認知度は６割以上に達している。 

老人クラブの認知度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 老人クラブには、高齢者だけではなく、様々な年代の方が加入できることについて、「知

らない」が 74.2％で全体の４分の３近くに達する一方、「知っている」は 22.5％と２割

強に留まっており、老人クラブに高齢者でなくても加入できることはあまり知られてい

ない。 

様々な年代の方が加入できることを知っているか 

知っている

22.5%

知らない

74.2%

無回答

3.3%

N=1,622
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・ より多くの方に参加していただくためには、「もっと活動内容のＰＲをした方がよい」が

70.0％で、７割の人が挙げている。次いで「若い世代も参加できるようＰＲをした方が

よい」が 43.0％で、ＰＲに関する２項目が多くなっている。 

 

参加者を増やすために必要な取組 

 

70.0

43.0

24.8

17.5

12.2

8.6

0.9

12.3

0 20 40 60 80

もっと活動内容のPRをした方がよい

若い世代も参加できるようPRをした方がよい

若い世代がいっしょに参加できるような活動を増やした方がよい

様々な年代が参加できる名前に工夫した方がよい

インターネットを活用した交流の場づくりなどをした方がよい

スポーツや奉仕活動など、もっといろいろな活動をした方がよい

その他

無回答
N=1,622

％ 
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子どもとのかかわり

 

 

 

 

 

 

 

 

<子どもとのかかわり> 

・「あいさつ(声かけ)をしている」が約５割で最も多い。 

 

<子どもに関してのボランティア活動> 

・「していない」が圧倒的に多くなっている。 

・主な理由は、「きっかけがないから」と「自分の子どもが大きくなったら」。

・ 子どもとのかかわりでは、「あいさつ(声かけ)をしている」が 48.3％で最も多いが、次

に多いのが「特にかかわりはない」の 43.2％である。 

 

地域の子ども(小学生以下)とのかかわり 

 

48.3

7.9

7.5

5.8

1.7

1.4

1.4

0.6

1.0

43.2

4.7

0 10 20 30 40 50 60

あいさつ(声かけ)をしている

地域の行事に参加

学校などの行事に参加

一緒にあそぶ

スポーツを教える

趣味や特技を教える

心配事などの相談

勉強を教える

その他

特にかかわりはない

無回答
N=1,622

％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 子どもに関してのボランティアでは、「していない」が 74.0％で圧倒的に多く、全体の

４分の３弱を占める。以下大きく離れて「以前はしていたが今はしていない」（9.7％）、

「している」（6.2％）、「これからしたいと考えている」（4.1％）と続く。 

・ 子どもに関してのボランティアとしない理由は、「きっかけがないから」が 22.3％、次

いで「自分の子どもが大きくなったから」が 20.8％で、これら２つが２割を超えている。 

 

子どもに関するボランティア活動への参加      ボランティア活動をしない理由 

 している

6.2%
これからした

いと考えてい

る

4.1%

以前はして

たが今はし

いない

9.7%

していない

74.0%

無回答

6.0%

い

て

手伝いたい

が時間がな

いから

16.1%

身近に子ども

がいないから

10.7%

自分の子ども

が大きくなっ

たから

20.8%

趣味や余暇

などの自分の

時間がなくな

るから

3.3%

興味・関心が

ないから

6.8%

きっかけがな

いから

22.3%

子どもの集ま

る場所が分

からないから

0.3%

その他

7.1%

無回答

12.7%

N=1,359

 

 

 

 

 

 

 

 N=1,622
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子育て

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<気になること、困ること> 

・「子どもが犯罪にあわないか心配」が５割以上で最も多い。 

 

<必要な支援> 

・「身近で安心して子どもが遊べる場所」が約４割で最も多く、「経済的な支援」

と続く。 

 

<子育て支援のサービス> 

・子育て支援のサービスの認知度では、「区役所の保健師などの訪問」と「地

区センターなどでの子育て支援者による相談」が２割を超える。 

・子育て支援のサービスを知っている方が利用したことのあるサービスは、「区

役所の保健師などの訪問」「赤ちゃん教室」と続く。 

・「未就園児」、「幼稚園」、「保育園」の子どもがいる方が、子育て支援のサー

ビスを利用したことがない理由は、「家や近所で間に合っているから」「行き

たいけど、時間がないから」が多くなっている。 

 

<子どもと一緒に過ごす時間> 

平日・「５時間以上」が約４割でもっとも多く、約７割が概ね満足している。 

・女性は「５時間以上」が最も多いが、男性は「２～３時間」が最も多い。

休日・「５時間以上」が圧倒的に多く、約８割が概ね満足している。 

・男性、女性とも「５時間以上」が最も多く、平日と比較すると男女差は

少なくなっている。 

・ 子育てをしていて気になること、困ることは、「子どもが犯罪被害にあわないか心配」が

53.2％で最も多く、半数を超える人が挙げている。次いで「子育てで出費がかさむ」が

37.8％で、４割弱である。 

子育てをしていて気になること、困ること 

 

53.2

37.8

25.2

24.8

23.4

20.3

14.0

9.0

8.6

8.1

4.5

2.7

2.7

2.7

1.8

7.2

6.8

9.9

0 10 20 30 40 50 60

子どもが犯罪被害にあわないか心配

子育てで出費がかさむ

子ども連れで外出しにくい(交通機関や道路などベビーカーで移動しにくい)

安心して子どもを遊ばせられる場所がない

いざというときに子どもを預かってくれる人がいない

自分の自由な時間がない

子育てのため、働く時間が(十分)とれない

授乳やオムツ替え、休憩場所など子ども連れでの外出に対する配慮がない

子育てによる睡眠不足

公共施設や公共機関に子ども連れに対しての理解があまりない

子育ての仕方がよくわからない

悩みを相談する友人がいない

悩みを相談する場所がわからない

配偶者の理解・協力がない

配偶者以外の家族の理解・協力がない

その他

特にない

無回答
N=222

％ 
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・ 子育てに必要な支援では、「身近で安心して子どもが遊べる場所」が 40.5％で最も多く、

約４割の人が挙げている。次いで「経済的な支援」が 31.5％で３割程度である。 

子育てに必要な支援 

 

40.5

31.5

25.2

17.1

11.3

5.9

4.5

3.2

1.8

1.8

1.8

15.8

0 20 40 60

身近で安心して子どもが遊べる場所

経済的な支援

いざというときに子どもを預かってくれる人

子育て中の人同士の交流

日常の何気ない声かけ

子どもの遊び相手

相談にのってくれる人

区役所の保健師などの訪問

勉強を教えてくれる人

その他

支援は必要ない

無回答 N=222

％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 子育て支援のサービスでは、「知っているものはない」の 40.0％が最も多い。それ以外

で多いのは、「区役所の保健師などの訪問」の 25.9％。次いで僅差で「地区センター・

コミュニティハウス・地域ケアプラザなどでの子育て支援者による相談」の 23.9％とな

っている。  

・ 子育て支援のサービスの利用について、サービスを知っている方では、「利用したことは

ない」の 65.3％が最も多くなっており、利用度は低くなっている。それ以外で多いのは、

「区役所の保健師などの訪問」が 19.5％、次いで「赤ちゃん教室」が 12.7％、「地区セ

ンター・コミュニティハウス・地域ケアプラザなどでの子育て支援者による相談」が 9.1％

と、認知度の高いものの利用度が高くなっている。 

・ 「未就園児」「幼稚園」「保育園」の子どもがいる方が、子育て支援のサービスを利用し

たことはない理由は、「未就園児」と「幼稚園」では「家や近所で間に合っているから」

が最も多く、「保育園」では「家や近所で間に合っているから」「行きたいけど、時間が

ないから」が最も多くなっている。 

 

               知っている子育て支援のサービス 

 

25.9

23.9

15.3

13.1

10.4

10.1

9.6

6.1

0.3

20.2

0 10 20 30 4

区役所の保健師などの訪問

地区ｾﾝﾀｰ・ｺﾐｭﾆﾃｨﾊｳｽ・地域ｹｱﾌﾟﾗｻﾞなどでの子育て支援者による相談

赤ちゃん教室

地域子育て支援拠点（ひなたぼっこ）

親と子のつどいの広場（ぽけっと・メダカ）

子育て地域サロン

こんにちは赤ちゃん訪問

子育てサポートシステム

その他

知っているものはない

無回答

40.0

0 50
％

N=1,622
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利用したことのある子育て支援のサービス 

 

19.5

12.7

9.1

8.4

6.7

5.7

5.1

1.2

0.5

65.3

2.2

0 10 20 30 40 50 60 70

区役所の保健師などの訪問

赤ちゃん教室

地区ｾﾝﾀｰ・ｺﾐｭﾆﾃｨﾊｳｽ・地域ｹｱﾌﾟﾗｻﾞなどでの子育て支援者による相談

こんにちは赤ちゃん訪問

親と子のつどいの広場（ぽけっと・メダカ）

地域子育て支援拠点（ひなたぼっこ）

子育て地域サロン

子育てサポートシステム

その他

利用したことはない

無回答

％

N=646

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもの有無と段階別 子育て支援のサービスを利用しない理由 

合計 子
ど
も
が
い
な
い
か
ら
・
子

育
て
が
一
段
落
し
た
か
ら

行
く
の
に
不
便
・
遠
い
か
ら

行
き
た
い
け
ど
、
時
間
が
な

い
か
ら

行
き
た
い
け
ど
、
き
っ
か
け

が
な
い
か
ら

意
味
が
な
さ
そ
う
だ
か
ら

何
を
や
っ
て
い
る
か
分
か
ら

な
い
か
ら

家
や
近
所
で
間
に
合
っ
て
い

る
か
ら

訪
問
さ
れ
る
の
が
面
倒
に
思

う
か
ら

そ
の
他

無
回
答

全体 422 85.5 1.4 2.1 1.7 0.5 1.7 5.0 0.9 2.4 1.7

未就園児(除・幼稚園・保育園児) 16 0.0 18.8 18.8 25.0 0.0 0.0 37.5 12.5 6.3 6.3

幼稚園 14 14.3 21.4 21.4 0.0 7.1 0.0 28.6 14.3 14.3 7.1

保育園 2 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0

小学生 31 32.3 3.2 6.5 0.0 3.2 9.7 29.0 3.2 19.4 3.2

中学生 20 60.0 0.0 5.0 0.0 5.0 0.0 25.0 0.0 10.0 0.0

高校生 24 91.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 12.5 0.0 0.0 0.0

各種学校・専修・専門学校在学中 8 75.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 12.5 12.5 0.0

短大・大学・大学院在学中 32 90.6 0.0 0.0 3.1 0.0 3.1 6.3 0.0 0.0 3.1

学校教育終了・未婚・同居 97 93.8 0.0 0.0 1.0 0.0 1.0 4.1 0.0 0.0 1.0

学校教育終了・未婚・別居 61 90.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.6 0.0 4.9 3.3

学校教育終了・既婚・同居 20 95.0 0.0 0.0 0.0 5.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

学校教育終了・既婚・別居 145 91.0 0.0 2.1 1.4 0.0 0.7 2.1 0.0 1.4 2.1

その他 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

子どもはいない 86 97.7 1.2 0.0 0.0 0.0 1.2 0.0 0.0 0.0 1.2
無回答 20 95.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 5.0 0.0 0.0 0.0

F5　子どもの段
階

問22-2〔「問22-1」で「10 利用したことはない」を選んだ方〕利用しな
い理由

 

・ 平日、子どもが起きている時間に子どもと一緒に過ごす時間は、「５時間以上」が最も多

く 42.8％で、４割強に達する。 

・ 女性は「５時間以上」が最も多く、男性を 46.3 ポイント上回っている。一方男性は「２

～３時間」が最も多い。また男性は「１時間未満」「ほとんどない」を合わせると 23.9％

で、女性を 23.3 ポイント上回っており、男女で大きな差がみられた。 

・ 「満足している」「どちらかといえば満足」を合わせると 68.5％で、７割弱の人は概ね

満足している。一方「どちらかといえば満足していない」「満足していない」を合わせる

と 22.5％で、２割強の人は満足できていない。 

                平日、子どもが起きている時間に、子どもと一緒に過ごす時間 

 ほとんどない

2.7% 1時間未満

5.4%

１～２時間

9.0%

２～３時間

10.4%

３～４時間

9.9%

4～５時間

10.8%

5時間以上

42.8%

無回答

9.0%

N=222
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          男女別                    満足度 

満足している

36.0%

どちらかとい

えば満足

32.4%

どちらかとい

えば満足して

いない

15.8%

満足していな

い

6.8%

無回答

9.0%合計 ほとん
どない

１時間
未満

１～２
時間

２～３
時間

３～４
時間

４～５
時間

５時間
以上

無回答

全体 222 2.7 5.4 9.0 10.4 9.9 10.8 42.8 9.0

男性 71 7.0 16.9 15.5 22.5 8.5 7.0 11.3 11.3

女性 151 0.7 0.0 6.0 4.6 10.6 12.6 57.6 7.9
無回答 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

F1　性別

問23〔小学生以下の子どものいる方〕平日、子どもが起きている時間
に、子どもと一緒に過ごす時間

 

 

 
N=222

 

 

・ 休日、子どもが起きている時間に子どもと一緒に過ごす時間は、「５時間以上」が 76.1％

で圧倒的に多く、全体の４分の３を超えている。 

・ 男女とも「５時間以上」が最も多く、女性が男性を 10.5 ポイント上回っているものの平

日に比べれば男女差は小さくなっている。 

・ 「満足している」「どちらかといえば満足」を合わせると 79.3％で、８割弱の人は概ね

満足している。一方「どちらかといえば満足していない」「満足していない」を合わせる

と 10.8％で、約１割が満足できていないとしているが、満足度は平日に比べて高くなっ

ている。 

休日、子どもが起きている時間に子どもと一緒に過ごす時間 

ほとんどない

0.9%

1時間未満

0.5%
１～２時間

0.9%
２～３時間

3.2%
３～４時間

2.7%

4～５時間

5.9%

5時間以上

76.1%

無回答

9.9%

N=222

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           男女別                    満足度 

満足している

48.6%

どちらかとい

えば満足

30.6%

どちらかとい

えば満足して

いない

7.2%

満足していな

い

3.6%

無回答

9.9%

N=222

合計

全体

男性

女性
無回答

F1　性別

ほとん
どない

１時間
未満

１～２
時間

２～３
時間

３～４
時間

４～５
時間

５時間
以上

無回答

222 0.9 0.5 0.9 3.2 2.7 5.9 76.1 9.9

71 2.8 0.0 0.0 7.0 4.2 5.6 69.0 11.3

151 0.0 0.7 1.3 1.3 2.0 6.0 79.5 9.3
0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

問24〔小学生以下の子どものいる方〕休日、子どもが起きている時間
に、子どもと一緒に過ごす時間
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旭区役所の取組についての意見や提案  

 

 

 

 

 

 

・意見や提案の約８割は「要望」に関することで、「苦情」「要望」に関することは、

それぞれ約１割となっている。 

・分野別では、「区政・区役所サービス」が最も多く、「道路・交通」「子育て支援・

教育」と続く。 

・ 旭区役所の取組についての意見、提案(自由記述)には、330 人が回答し、383 件の意見が

あった。 

・ 意見の内容は多岐にわたるが、大きく「評価」「苦情」「要望」に区分してみると、全体

の 76.2％は「要望」であり、「苦情」は 12.0％、「評価」は 11.7％であった。 

・ 分野(大分類)別にみると、「区政・区役所サービスについて」が 122 件ともっとも多く、

次いで、「道路・交通について」（65 件）、「子育て支援・教育について」（32 件）、「安全・

安心について」（30 件）、「高齢者・障害者等福祉について」(26 件) の順となっている。 

 

 自由記述内容の種類 

評価

45
11.7%

苦情

46
12.0%

要望

292
76.2%

N=383

 

 

自由記述内容の種類(大分類別) 

大分類 評価 苦情 要望 総計

区政・区役所サービスについて 31 21 70 122
道路・交通について 65 65
子育て支援・教育について 2 30 32
安全・安心について 30 30
高齢者・障害者等福祉について 1 25 26
環境問題について 1 22 23
アンケート調査について 7 10 4 21
まちづくりについて 20 20
生活環境について 7 4 11
医療・健康について 1 4 4 9
文化・スポーツについて 7 7
コミュニティについて 1 1 3 5
経済について 5 5
観光・イベントについて 3 3
その他 3 1 4

合計 45 46 292 383  
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旭区区民意識調査にご協力いただき、ありがとうございました 
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